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いらないです

参加するという実践を、国がインクルーシブ教育をうたう以前から積み重ねてきました。
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意思表明権は、意見表明権で統一

子どもの意見は


* (4) MATHBOD ABEBRBRRORIE (FTINADUE) OffEISOWT

REBEFRE - FRELCISC UL ERICRERSELEIE B 2R T5-HICENEDTWSHE
HOEEINIBBAFIROFMREKR OB E EROIZEICETEEE KT)DERIEDSNT
ROLNTVWETNEROBEDFZR/RTIZ 201 | FE(EK2IEE)LVE | FEH 2021 FE (£
F3EE)LYE2FFENSEOFFENIERMENIC | FMK 35 AFTUTEERBRELZNERH LY. 35A
DORBITHLUTAEED | AL LR >TWET R VF L TRERDZ0AL -5 I RERKI
SANTFIRAN2FZMELN. 2L DIEAENERLITARYVET, PERDBENDEBEHISEHL0L 1T
LTHE I ZDEYETT1Y,. 2026 FE (2F0 8 FE) H SIERPER I FEHLI5AFRERYET,

BAETD "D ABZRARENOENE (FTILATUR) j 1. 201 2FE(ER24FEE)LY THMAETHA
BERAEBE L THIVEL L NI RA T ILNERICEWNT TS0 R IE ENREICLS
EREAOHELESR, "FHIRVBLER- BENER. "IBRFVREERELOZTR-HRAEE
NDAERUVHEBLERBOWE L\ BHNOT. IBRFREBERER L EAL LT EXRICERITT
SAZBNOEREF-FEICRYET,

COHBER MAT TIEIMRAETIRELVAENFIR TEIME L KBV ERIFEIC
IR EBFRTHOFEE LTIV R RET LI ETREL LT TSI 2 THFELEBRENT
BND—BYLTRASEZEAHTDBREE I A AIIL—VTHBERUVTEHIZEU LHIZE 2L REDOH
HEEDSEDITGERTRZENTT,

LHLGh S ESDEETECANERDHNENHBICLY 6 FERIFF LMTEER
|6FFETREBLL>TVBERTHY . PABERBED TERLREZILDORERENEH K
BEXREZENSZHIH>TVET,

BMATXEBEAEFRRULL UL COLARERBEIOHIE (FTILATUL) DM LFERR
EHEIC@ T AMBEREDZRERREEY EISRLAHEN - — A NOXBOXTEICEITE2r0%
BNHHLLH57TNET,



4, ZXPFEIR2 TFrH=6D—AVLYOREERRTDIBAERIZOWVWT,
(DNBENHEH=——XDEHIY e ZD S

- REEE - ZEEREE - X779k

- EREE - BRI E - LGBTQ+

- BRAT B - F3EFEE (ASD,ADHD,SLD %Y) XTI TS

- RIS FIREH - TER - FrongrR

- fnREE - AEES - SNEIIORHABFED

SB IAN=ITAOEREFIIN, ZFRICEVWTE SR FrLbIcT T35 L HEHW=——
ZEBERBLIEXITOV HIADEVLNSFZIRNZENKRDONTVET, 2OLI L SHELEINLHE
B =—— X ORI/ LT ETFRIE (AR -8 OBEXEZRE LS, 2=/ 3—=HILF 1> (UDL)
DIREDNSDIREDIKNRENESE MV IN =V THEVRT Ly DBEISEDHLNTNET, SHLH
ANEHEN=——X:21BA5TFrH FES. ZHRIEME EHRBE) 2—AILBRWRBOER 25Ty
T AU M DB E FRFARR - HREFOBENTT R I R->TVWET,

INHSDEREE BT

FrLDLHMICRELAEEEZITIZL

FrLEBILSHHRMICEATARMAEE2 5452,

HEAOPTHEEVWEBEELEIRENITEZEL L
NEELRYET,

(EEEZS T RESSRYSICIRITARICO 2% /7 OB IL Y T
SEXRED. "RASML, THAL TGS ERIB N EILTEHTED
EMEEE LT PDCA

- BB DEE iRt & (IEP) DIER X &

- REORFHEZARIALTETERIA N —IL

- RE-XBEBOERLLES PDCA

- BEM-REZELOBEREEODEL
REHHYET,

EAILY MEORREICES T BRN%Y - LT - — R > TN E A £
0, TERAY N> BIERE > X B F % - HE0 (DO 0% B - X BB - M
(RI=IWAIET—RYE) P — TERE /B TELILITLBF — LFRITL B KIBAE 5,
B FBE IS HIEHR O3 SMENRA—RIATI BN TELLVIR B HYET,

I RENICEEINAXBHET B RESLLBEREBLLOOYV—LLLTERATSS
YO TEET FELNBAXREY T2 REFRTHBIEBRL, —EOIH R — b CE3 D
- U 1 8 7 = — RS L KO BRI R T, )\


個別のニーズに合わせて支援する先生方をサポートします。

分析やPDCAサイクルなどの言葉は、企業が使う言葉です。
もともと製造業の品質管理から生まれた手法ともいわれています
人を育てる時に使うのは、馴染まないどころか、障害児を対象物としているようで、良い気分ではありません。
子どもの成長や変化は予測できない部分が多く、決まった期間で回すPDCAサイクルではなく、日々の観察をもとにした柔軟な対応や、エピソードによる成長の可視化を重視が良いと思います。
『導入により、教員の経験値に頼らず、客観的なツールで、成長の節目に合わせて支援方法を見直し、個々のニーズに即した支援を継続的に行う事ができる』としてはどうでしょうか？


こちらの方が大事です。

支援の最大の充実は、目の前の子どもの気持ちに寄り添うことです。
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就学相談は、特別な支援が必要な子どもの地域の学校への就学に当たって、あらかじめ準備しておいた方がよいことや、予想される就学後の支援、合理的配慮などについて、保護者や関係者、学校、専門家と連携して、話し合うものです。その際「ともに学び、ともに育つ」教育の理念のもと、通常の学級でともに学ぶ中で、子どもたちの可能性を最大限に伸ばすことを大切にします。通級指導教室や支援学級、支援学校を考える保護者に対しても、正確な情報を提供して、丁寧に相談します。


教育ソフトは、あくまで経験の浅い先生方のサポートをするツールです。それ以上でも以下でもないです。

就学先を決める際には、『本人･保護者の意向を最大限重しています。』と、枚方市に限らず、大阪府の自治体は、何十年も前から言い続けています。なぜ、この令和の時代に、トーンがさがっているのでしょうか？
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・ 就学時健診までに、すべての家庭に校区の普通学校が就学先として通知されること。また、就学に関する事前の…へ続く

本人及び保護者の意向を無視した就学先の決定はないこと

※校区の普通学校が就学先であるという就学通知が、就学時健診までに各家庭に通知され、それを組み込んで就学相談がなされる仕組みやタイムスケジュールになっていることが求められる。

就学先の決定権は、保護者にある。ただし、子どもの意見を重することが大事。教育委員会が決めるということはない、と、ずっと説明されてきている。

枚方市では、地域で「共に学び、共に育ち、共に生きる」ことを基本とした教育の推進に努めており、地域の小学校・中学校・義務教育学校で学ぶことを基本としています。
などと、以前から入っていたはずです。
また、就学相談では、「ぜひとも、地域の学校へ来てください！」と言っているとおっしゃっていました。
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「学びの場の適切」ということが、よくわからない。専門家だから、わかるものでもない。

　　　　　　井村の娘が小学校入学時、当時は養護学校で、養護学校の見学へ行きましたが、あまりの専門性のなさに呆れたのと、我が家の考え方とは合わなかったため、地域の学校を選びました。その時、保健師さんが、執拗に支援学校をすすめてきました。中学までは地域の学校へ行き、支援学校高等部に行きましたが、やはり専門性がないどころか、人権侵害と思えるようなことが多々あり、退学して高校受験しました。高校へ通いだすと、本人の表情がくるくると変わって豊かになり、驚きました。パニックも減りました。支援学校は、子育ての悩みなどを他の保護者と話しやすかったことが良かったことです。進路は生き方の問題です。生き方は、誰かに決めてもらうものではなく、自分がどう生きたいか？なので、それを理解しての適切な進路なんてあるのでしょうか？どんな学び方をしたいか？を聴くことが大事で、場の違いを説明するだけの相談でよいのです。決めるのは、本人と保護者なので。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生き方に口出ししてはダメです。

相手に寄り添った説明に

それは、説明がどうのこうの、ではないです。どんなに説明を受けても、行ってみないとわからないのです。当たり前です。支援学級や通級で学んできていませんから
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個のニーズに応じた
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自己理解ではどうでしょうか？
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本人へ改善の前に、社会、周りの大人が改善するように努めているかどうか？まずは、それが先！克服の言葉は、大阪の保護者なら殆ど拒否反応する言葉です。

自分らしく生きていくための力は、すべての子どもに必要。けれど、自分らしく生きていきにくい、生きづらさばかりを増やしていないでしょうか？

井村の自立の概念とは違うようです。
自分らしく生きていく力というのには、同意です。
自分らしく生きにくい障壁を取っ払っていくことが大切。
それは、本人だけでは無理なので、だから、共に学び、共に育ち、共に考えるのではありませんか？

枚方市としては
個別の指導計画を作る時の手引き等に使えばよい。100人いれば、100人の支援が100通りある、という認識で
いる必要あり。
例えば…としての事例としての6区分27項目にとどめておく。
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自立とは生き方の問題なので、自立活動に指導という言葉もそぐわない。

～～であると、決めつけない

社会の側にある困難は、どのようにするのか？それがなくて本人への指導は、とても差別的で人権を侵していることになります。

障害がない子ども達へも社会の側に困難さがあることをきちんと指導するということで間違いないですか？その説明がいります

逆もしかりで、周りの子ども達も同じように学ぶ必要があります。

自立の概念が、井村と違うと思えます。小学校の早い段階から意識するのは、高校への道筋もあるとういう進路のことではないでしょうか？
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差別的なので外す

共に学び共に育つ教育を推進している以上、入れない。
個のニーズに応える適切な学びを保障することが大切であると考えます。

『個のニーズに応じた支援』を入れるのではどうか？
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↓こんなのいりますか？
大阪府では、特別支援学校を支援学校、特別支援学級を支援教室と言っている。
理由もあるので、混乱をまねくだけ。

いりますか？

大阪府は、特別支援学校ではなく、支援学校、特別支援学級ではなく、支援学級といいます。それには理由もあると聞くので、そもそも、このページは載せる必要ないと思います
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大阪の保護者はこの言葉を差別としか感じません。

枚方市というよりも、大阪府が『共に学び・共に生きる』教育を推進しています。就学指導委員会の設置も
昔からしていません。昔から、就学先を決める際には、本人・保護者の意向を最大限重しています。
上記を掲載するのは、混乱を招くだけです。
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完成品を再度みせてください。

何をもって適切というのか？
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自立は将来の進路への選択をすることではない！これ↓は、ただの将来の進路について知ることが記されているだけ。また、進路は、知ることで狭められる可能性があることも記す必要ありです。

自立は将来の進路への選択をすることではない。答申事項６は、将来の進路について知ることが記されているだけ。また、進路は、知ることで狭められる可能性があることも記す必要ありです。

これは、違います！！
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障害福祉の分野ですが、学校の先生方がされるのですか？

本人と保護者が決めることになっています。校内支援委員会の重要な役割は、
校内や関係機関との連携です。
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子ども本人のニーズを最大限重する

何をもって、ふさわしい場なのか？
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大阪府において、文科省のはいらないです。

枚方市においては、本人・保護者の意向を最大限重されています。

枚方市では「共に学び、共に育つ」ことを基本とした教育を推進しており、地域の小学校・中学校・義務教育学校で学ぶことを基本としています。などの文章を一番前へ

枚方市は昔からなので、ここ　いらない。
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何をもって、子どもに合ったというのですか？
本人が選べない中で、将来を勝手に決めてはいけない、という思いを大人は常に持っておく必要があります。
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専門家も教員もその子の将来を保障しないし、保障できない。
医療モデルにならないことが一番大事！
専門家に限らず、子ども達が大人になったとき、生きにくい社会ではなく、生きやすい社会へ変えていくことをもっと考えた方がよい。障害は社会の側にあることを常に自覚しておく必要がある。不登校や自死する子ども達を含め、学校の在り方を考え直した方がよい。障害のある子が過ごしやすい学校は、不登校の子ども減っていきます。能力や学力で評価することも、生きづらくしているので、ありのまま自分らしく生きることを中心に考えていくと良いと思います。（自分らしく生きる《力》というのも、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実は違和感があります。）




